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論文の内容の要旨
ガブリエルは、車既約表現が有限個であるクイバーは単純リ一環A型、 D型、 E型のデインキン図形であ
り、直既約表現と対応する単純リ一環の正ルートが対応することを示した。
その後、 ドラブがクイバーの概念を拡張して重みつきクイバーを考え、それにより藍既約表現が有線個で
ある重み付きクイバーは A，B，C，D，E，F，G型すべての単純リ一環のデインキン図形であることを示した。ガブ
リエルの定理の場合は、擦数Oの代数間体上の理論で、有限個の軌道を持つ概均質ベクトル空間が対応する。
しかし重み付きクイバーの理論は本質的に有限次代数拡大が関係するために代数間体で考えることは出来な
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そこで本論文では、この場合に現れる群とその表現の紐に対して概均質ベクトル空間の概念を定義してい
る。これは代数間体の場合はもともとの定義と一致する。空間の点の等方部分群の次元が群と空間の次元の
差と一致するとき、その点を生成点と呼ぴ、生成点が存在するときに概均質ベクトル空間という。標数Oの
場合には、これはザリスキー調密な軌道を持つことがいえるが、有限体の場合はザリスキー位相がディスク
リート位相になるので、すべての軌道が開集合になるので、調密な軌道は存在しない。
クイバーの場合の空間は表現の集合であるが、重み付きクイバーの場合はK-modulationという概念を導入
して、それに関する表現全体を空部とし、そこに一般線形代数群の有理点が作用するのである。そして表現
の圏とある加群の閣が同値になることが知られている。
本論文では、概均質ベクトル空間の生成点、これはK-modulationの表現であるが、これが圏伺値で(部分)
傾加群と対応するというのが、本論文で発見されたことで、これにより概均質ベクトル空間を対応する傾加
群で分類するという発想が可能になった。
これを使って、 G_{2}型と F_{4}型の例外型単純リ一環に関係して得られる概均質ベクトル空間を対応す
る傾加群で詳しく分類した。とくに各概均質ベクトル空街の不変量としてbasicな傾加群を与えた。ある意
味では、代数関体上での概均質ベクトル空間の分類の精密化を与えている。これは概均質ベクトル空間の分
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類理論で、ある特別な範囲ではあるが、今までにない新しい視点である。
また E_{6}型、 E_{7}型、 E_{8}型の場合、コンビューターにより、 basicな部分傾加群の個数を計算した。
例えば、 E_{8}型の場合は、 2(resp、3、4、5、6、7、8)倍の直既約加群の直和となる basicな部分傾加群
の向型類の個数は、 2135(resp、15120、54327、108360、121555、71760、17342)であることを示した。
この場合は傾加群の個数が多すぎるために、対応する概均質ベクトル空間の分類はしていない。
一方、本論文では、代数間体上での例外型代数群E_{6}の関係するある穫の概均質ベクト jレ空間の分類
も行っている。それは佐藤幹夫氏のアイデアによる概均質ベクトル空間の分類で、未解決な部分の一部を解
決したものである。
審査の結果の要旨
本論文では重み付きクイバーに対する K駒modulationに関する表現がある概均質ベクトル空鰐の生成点であ
ることと、圏向値でその表現に対応する加群が部分傾加群であるということの発見から、対応する概均質ベ
クトル空間を傾加群により分類した。その系として、この概均質ベクトル空間に basicな傾加群という不変
量を導入した。これらは。概均質ベクトル空間の分類理論に新しい視点を与えるものである。
その内容は単著論文として InternationalJournal of Algebraから出版されることも決まっており、学位論文
として十分な内容である。
平成 25年2月21日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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